
【キャリア形成促進プログラム認定後の公表様式】
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プログラムの名称 開設年月日

社会人が受
講

しやすい工夫

■社会人が受講しやすい工夫の内容
（例）休日・週末・早朝・夜間の開講、長期休暇時における集中開講、IT活用、経済的支援制度の整備、補講の実施、託児サービ
スの実施、就職サポート等

・修業年限を１年(実質９ヵ月)としている
・本校独自の奨学生制度採用者は入学金や学納金の一部給付を受けられる
・学生本人が都合に合わせて選択科目の時間割を組むことができる
・年２回の長期休暇中に集中講座を開講している
・就職相談や就職活動を職員がサポートしている

中国デザイン専門学
校

1977年3月18日 田口　一子
〒700-0842   岡山県岡山市北区船頭町１２番地

（電話）
所在地

学校法人第一平田学
園

1977年3月18日 平田　眞一
〒700-0842   岡山県岡山市北区船頭町１２番地

（別紙様式４）

キャリア形成促進プログラムの基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

2023年7月1日※１
（前回公表年月日：2022年7月1日）

プログラムの
目的

社会人を対象にファッション・デザイン分野の知識・技術の習得およびキャリア能力形成のための学習および指導を実施し、修了
時に学修内容に基づく企業等へ就業できる人材を1年間で育成することを目的とする。

対象とする
職業の種類

ファッションデザイナー
グラフィックデザイナー
プロダクトデザイナー
インテリアデザイナー

■身に付けられる知識、技術及び技能
ファッションデザインおよびアパレル企画、アパレルパターン制
作、広告デザイン制作、プロダクトデザイン制作技術

■得られる能力
デザイン企画力、製作能力、ブランド展開能力

開講時期
前期：  4月1日～9月30日
後期：10月1日～3月31日

直近の修了者数※
２

修了者のうち就職
者数※２

修了者のうち就業者数※２

２人 ０人 ０人

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定プログラムにおいては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末
を基準日として最新の情報を反映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、
前回公表年月日は空欄としてください。
２.「直近の修了者数」、「修了者のうち就職者数」、「修了者のうち就業者数」（※２）
「直近の修了者数」、「修了者のうち就職者数」、「修了者のうち就業者数」の欄には、正規課程については公表年月日年度の前年度の実績人数
を、履修証明プログラムについては公表年月日の時点において最後に修了者を出した直近の開講時期における実績人数を記入してください。
各実績人数は、学校が把握している範囲での数字を記入してください。
「修了者のうち就職者数」の欄には、推薦プログラム修了後に推薦プログラムの対象とする職業に就職した受講者数を記入してください。
「修了者のうち継続在職者数」の欄には、推薦プログラム受講時に在職していた企業等に推薦プログラム修了時点において引き続き在職した受
講者数を記入してください。
３.　認定年月日（※３）
キャリア形成促進プログラムとしての認定年月日を記入してください。初回認定の場合は空欄としてください。
４．授業時数又は単位数の表記（※４）
推薦プログラムが正規課程で時間制の場合は単位時間数、正規課程で単位制の場合は単位数、履修証明プログラムの場合は時間数を記入し
てください。

当該プログラ
ムホームペー

ジＵＲＬ
https://www.cdc-de.ac.jp/department/working/short.html#section001

認定年月日
※３

2019年1月17日

99%

成績評価の
基準・方法

1科目ごとシラバスに設定した試験・報告書・実習作品
当による考査を期末に行い、合格者へ該当科目の修得
を認め単位を与える。考査の受験資格として授業時数
の3分の2以上の出席および全課題の提出を必要とす
る。

期末試験にて全必修科目に合格し、かつ全履修科目３５単位
以上の単位を取得することを修了要件とする。

総授業時数
又は単位数

※４

要件該当授
業時数又は
単位数※４

要件該当授業時
数

/総授業時数
※４

カリキュラム
内容

当学科では、フリーゼミ、情報デザイン検定によりデザイン業界についての基礎知識を修得するとともに、ドレス・コスチュームメー
キングⅠ･Ⅱ、アパレルＣＡＤⅡ・Ⅲ、印刷ＤＴＰ基礎Ⅱ・Ⅲ、VＩ計画Ⅰ・Ⅱ、パッケージ演習Ⅰ・Ⅱ、イラストレーション表現Ⅰ・Ⅱ、プ
ロダクト企画Ⅰ、プロダクト制作Ⅰにおいてデザインの企画から制作までを一連の流れで行うこと等により、デザインに関する知
識・技術を修得させる。その過程において、特にライフデザイン、ゼミ、インターンシップ、マーケット研究、プロダクト展示Ⅰ、プロダ
クト販売Ⅰのような実践的な授業方法等を行うことにより、卒業後に業界でデザイナーとして即戦力となる能力を修得させる。

１年正規課程 文化・教養 造形専門課程社会人速成科 2014年4月1日 20人

設置者名 設立認可年月日 代表者名

生徒定員 修業年限・修業期間

086-225-0791
正規課程/履修証明プログラ

ム 分野

（電話）

1



１．「対象とする職業に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の
教育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

本校の社会人速成科は短期間（１年程度）で社会人を対象としたデザイン•ファッション分野の職業に必要な能力を修得を
目指している。キャリア形成促進を目的とし、実践的かつ専門的な能力を育成する教育を目標としている。また、この目
的・目標に応じて、企業等の要請を十分に活かしつつ職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するために、デザイ
ン•ファッション分野企業等の密接な連携により、実践的な職業教育の質の確保に組織的に取り組んでいる。また、学生の
就職先の業界における人材の専門性に関する動向、国又は地域の産業振興の方向性、新産業の成長に伴い新たに必
要となる実務に関する知識、技術、技能などを把握するため、教育編成委員会等の委員の所属先以外の企業等へのヒア
リングやアンケート等も別途実施している。

本校独自の産学協同人材育成支援システム「CtoC System」
企業や地域との交流によるさまざまな実践体験は、学生たちの武器と考えます。
CHUGOKU DESIGN COLLEGE：中国デザイン専門学校、C0MPANY：企業、COMMUNITY：地域
「CtoC System」とは、本校と企業や地域を結ぶ情報ネットワークのことです。
業界の動向や人材育成についての最新情報を共有するためのプラットホームとして、企業紹介やインターシップなどさま
ざまな活動を行っています。

企業紹介／求人依頼「Young DAM」
本校卒業生や企業間の求人・求職情報、ビジネスに関する提案などの提供とコーディネートを目的としています。即戦力
になる人材や、短期間の技術アルバイト、パートの紹介にも対応。各関係者からの問い合わせは年々増えています。

企業紹介／制作依頼「DETCH（デッチ）」
企業や地域からの仕事の依頼を受け、在校生が中心になって活動する新インターンシップ制度です。
イベントの企画、デザイン制作、ショーへの協力など、学生の自由で豊かな発想を活かした取り組みが、高く評価されてい
ます。

企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」
年に一度大々的に開催。CtoCの総決算ともいえる学生と教職員、企業間の交流イベント。
「Young DAM」「DETCH」を通じて培った企業との連携をより確かなものにするために、年に1回開催する交流
イベント。本校と企業等、あるいは企業同士の情報交換や交流の場となっています。

企業紹介／合同説明会「CtoC就職ガイダンス」
岡山県下のデザイン／ファッション分野の企業の方々を目の前にする、就職面談同様のガイダンス。コミュニケーションを
図ることにより就職への意識向上、マナーやプレゼン技術を実践的に試す機会として２年生を対象に３月に実施していま
す。

企業紹介／就業体験「インターンシップ制度」
数多くの企業の方々にご協力いただき、社会に出て仕事を体験するインターンシップ制度を充実させています。
ファッションデザイン科ビジュアルデザイン科インテリアプロダクト科では2年次に1回、
総合デザイン科では2年次に１回と4年次に２回インターンシップを実施し、自らの目標の仕事に触れる機会を設けていま
す。







2022年度　　企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」実績



【第二部】企業と学生との交流会（異業種交流会）

交流会では次年度卒業を迎える学生を対象にファッション・デザイン・インテリア・プロダクトなどの

デザイン業界に関わる企業様に参加いただき、情報交換会をおこないました。

【第一部】特別講演会（特別協力：異業種交流会岡山 マスカット会）

「（志、凛々しさ、艶めき、たかまり）をテーマに開発した3代目RX-7」

特別講師：小早川 隆治氏（元モータージャーナリスト）



自己PRのために作成したポートフォリオや名刺を持参して、直接企業の方々に猛アピール！

多くの企業の皆様にお集まりいただきまして、誠にありがとうございました！

中国デザイン専門学校スタッフ一同



2022年度　　企業紹介／合同説明会「CtoC就職ガイダンス」実績





（２）教育課程編成委員会等の位置付け



種別

①

③

③

③

③

年間２回以上の開催をしている。(開催時期：毎年8月上旬・１月中旬)

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

（１）企業等と連携して行う授業における連携の基本方針

企業等と本校の連携によるインターンシップや本校独自の企業等からの業務委託「DETCH（デッチ）」を通じ、
本校の学生にデザイン・ファッション分野企業の現場及び業務を経験させ、学内では得ることが困難な実践的で幅広い見
識と実社会への適応性を身につけさせることを目的とする。

（２）企業等と連携して行う授業における連携内容
※授業内容は方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

本校２年次夏期休暇中を利用し、デザイン分野企業等におけるインターンシップ(１週間程度)を実施。また、本校独自の
企業等からの業務委託「DETCH（デッチ）」では次に定める項目を業務として実施している。
デザイン・ファッション分野企業等からの業務委託形式。
（１）コンペティション形式業務。
（２）現場実習形式業務。
（３）依頼制作形式業務。
（４）その他、協議のうえ別途合意した業務。
それぞれ学科内で組織的にカリキュラムや授業に落とし込み、担当教員は企業等のやりとり等の窓口は行うが学生の自
主性を重んじ打合せや訪問等学生単身で行動させる。
上記すべての学修成果として企業等に終了後評価票を記入いただき、その反省改善点をまとめ学生へのフィードバック
及び「教育の質の確保・向上」に向けて参考としている。

第１回　2022年8月8日　15：40～17：10　会場：本校会議室

第２回　2023年2月1日　10：30～12：00　会場：本校会議室
（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

第1回目
コロナの環境の中で様々イベントが中止になる中で学校への思い入れ、つながりが薄くなっている。
社会貢献度が高い学生が多いことがわかった。彼らに刺さるようなイベントや学校の環境設定を取り入れることはできな
いだろうか。この環境だからこそ、派生してきたイベントもあるのではないか。共有化　多様性がキーワードになるかもとの
意見を頂いた。

第2回目
社会人速成科では、オーダーメイドカリキュラムのため学年を超えての授業履修が可能となっている。
クラス所属は就職対応もあるため３年生となっている。就職活動がメインとなるので忙しい。
卒業制作と就職活動が重なるので大変。就職を最優先と考えるのであれば卒業制作はなくても良いのではという意見も
あった。

２．「企業等と連携して行う授業等その他の実践的な方法よる授業等が、別の定めるところにより、授業等の総時間数の
一定割合以上を占めていること。」関係

藤原   敏嗣 famo.DESIGN STUDIO 代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

（開催日時）

藤森   英樹 Pattern Studio SYNERGY　代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

丹羽   雅人 株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

岡野　英美
特定非営利活動法人　ENNOVA OKAYAMA

理事長

2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

守屋   謙太郎 株式会社ケイズ・ユニット  代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
2022年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期



ゼミⅠ

ゼミⅡ

デニムジーンズ商品企
画入門ⅠⅡ

専門知識・技術を高めるたけでデニム加工企業と連携し、
オリジナルジーンズ商品開発の能力を身につける。

SHAVE Co., Ltd

ライフデザイン⑥
企業連携事業として、イオンモール岡山と連携してハロ
ウィンイベントのファッションショーを企画運営。

イオンオール岡山

デニムジーンズゼミⅢ
Ⅳ

専門知識・技術を高めるたけでデニム加工企業と連携し、
オリジナルジーンズ商品開発の能力を身につける。

SHAVE Co., Ltd

それぞれ講師の専門性を活かした内容の実習授業を行
う。ものづくりに対する視野や専門性を高め、デザイ
ンや将来に対する理解を深める。企業連携・協同事業
実習の為にライブペイントやシャッターペイントなど
さまざまな活動をおこなう。

岡山葡萄酒園ロゴコンペ/岡山
市産業政策課　県外企業誘致
パンフレットコンペ/マスカッ
ト会25周年ロゴマークコンペ

それぞれ講師の専門性を活かした内容の実習授業を行
う。ものづくりに対する視野や専門性を高め、デザイ
ンや将来に対する理解を深める。企業連携・協同事業
実習の為にライブペイントやシャッターペイントなど
さまざまな活動をおこなう。

岡山東税務署　20歳未満飲酒防
止キャンペーン動画　ポスター
制作/ランプロオフィシャルT
シャツデザイン/カフェ壁画制
作/池田動物園ナイトZOOライト
アップ企画

ライフデザイン⑤

企業連携事業として、イオンモール岡山と連携してハロ
ウィンイベントのファッションショーを企画運営。岡山県警
察本部と連携して、啓発活動用コスチュームをデザイン制
作する。

イオンオール岡山・岡山県警察本
部

ビジネマナ/インター
ンシップ

夏期期間の7月〜8月にかけて、例年インターンシップ
実習に取り組む。実習期間は5日〜10日前後を設定。
企業評価を受ける事を目的とする。

ドミンゴ・さえら・桑和・パターンス
タジオシナジー/株式会社アドボック
スフォトグラフィ/ペンギンファクト
リー/株式会社マグリットデザイン室/
ビジョンイメージファクトリー/株式
会社中野コロタイプ/西崎泰正先生/株
式会社ジャスト/株式会社スイッチ/デ
ザインシータ/大原組/アトリエsabo/
土井/丹羽設計事務所/家具のひらやま
/坂田制作所/famo.DESIGN STUDIO/須
浪亨商店/uramado kurashiki

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



研修名「『恐竜美術展－恐竜が美術館にやってきた！？』を見てエコバックを作ろう」（連携企業等：倉敷市立美術館）２０
２２年７月３０日（日）　　内容：倉敷市立美術館でのくらしき市民講座「市立美術館でジェラシック・ワールド！『恐竜美術展
－恐竜が美術館にやってきた！？』を見てエコバックを作ろう」のワークショップ講師。

研修名「子育て支援イベント講師」（連携企業等：西大寺ふれあいセンター）２０２２年８月７日（日）　内容：西大寺ふれあい
センターにて、小学生対象夏休みこどもアトリエという小学生対象のお絵かき講座を担当。

研修名「親子税金教室ワークショップ」（連携企業等：株式会社ビザビ）２０２２年８月７日（日）　内容：ルネスホールにて、
小学生に税金の大切さを啓蒙するイベント「親子税金教室」にて税金についての、マンガ制作のワークショップ講師。

研修名「岡山県立岡山東商業高等学校『画像・動画編集』講座」（連携企業等： ）①２０２２年４月２０日(水)　②２０２２年４
月２７日(水)　③２０２２年６月１日(水)　④２０２２年６月２９日(水)　⑤２０２２年９月７日(水)　⑥２０２２年１０月１２日(水)　⑦
２０２２年１１月２日(水)　⑧２０２２年１１月３０日(水)　内容：３年生課題研究「画像・動画編集」講座外部講師派遣授業。岡
山県立岡山東商業高等学校３年生「画像・動画編集」受講者１０名

研修名「高等学校対象アパレルCAD講座」（連携企業等： ）２０２２年７月６日（水）・９月２２日（木）　内容：アパレルCAD講
座外部講師派遣授業。岡山県立岡山南高等学校服飾デザイン科２年36名。
研修名「服飾大阪研修」（連携企業等：）２０２２年１１月７日（月）〜９日（水）　内容：YKKファスニングアワード最終審査
ファッションショー及び展示会の見学。卸問屋にて価格帯や購入ルートの情報収集をおこなう等、資材の知識を高めるた
め研修。
研修名「岡山県生涯学習センター「おかやまこども応援人材バンク」出前授業」（連携企業等：岡山県生涯学習センター）２
０２２年９月１３日（火）　内容：岡山市立城東台小学校６年生を対象にデザイン体験指導。

研修名「PM技術検定１級受験講座」（連携企業等：大坂文化服装学院）２０２２年７月１７日（日）　内容：１級検定試験課題
内容の対策を知る為、パターンメーキング技術検定試験１級の対策講座に参加。

研修名「 夢二郷土美術館企画展「竹久夢二×マツオヒロミ ♥トキメキの大正浪漫♥／ー時間旅行ー」 」（連携企業等：）２０
２２年８月１６日（火）　内容：展覧会見学。

ビジュアルデザイン（VD）対象

（２）研修等の実績

①推薦プログラムが対象とする職業に係る実務に関する研修等

ファッションデザイン（FD）対象

研修名「岡山県下家政系高等学校ファッションショーウォーキング指導講座」（連携企業等： ）①２０２２年７月１２日(火)②
２０２２年７月１２日（火）③２０２２年７月１３日(水)④２０２２年１０月５日（水）⑤２０２２年１１月２日（水）⑥２０２２年１１月１６
日（水）　内容：岡山県下家政系高等学校ファッションショーに向け、ウォーキング指導講座。①おおぞら高等学院岡山
キャンパス２・３年約80名②岡山県立興陽高校被服デザイン科３年19名③岡山県立総社高等学校家政科３年40名④岡
山県立岡山南高等学校被服デザイン科３年37名⑤岡山県立井原高等学校家政科３年対象者⑥岡山県立高梁高等学校
家政科３年４名。

研修名「岡山県障害者技能競技大会（アビリンピック岡山大会）」　（連携企業等： 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用
支援機構　岡山支部）２０２２年７月１６日(土)　内容：アビリンピック岡山大会の「縫製」競技専門委員として開催準備及び
競技実施。

研修名「岡山県下家政系高等学校デザイン画指導講座」（連携企業等： ）２０２２年１１月２９日（火）　内容：岡山県下家政
系高等学校「デザイン画講習会」外部講師派遣授業。岡山県立倉敷中央高等学校家政科２年40名。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦プログラムの教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規定に定められていることを明記。

本校は関連分野における先進的な知識・技能等を修得するために「教職員研修規定」を定め、教職員の研修等に組織
的・継続的に取り組んでいる。（専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するための研修と、授業及
び学生に対する指導力等を修得・向上するための研修）年度始めに教職員全員が研修年間計画を作成提出する他、必
要により所属長の命令によって研修を指示する場合も研修費用は学校がバックアップし全体のレベルアップに努めてい
る。



全学科対象

研修名「ゼロ・ウェイストアクションホテル “HOTEL WHY”視察」（連携企業等：）２０２２年９月６日（火）〜７日（水）　内容：
SDGSの取り組みを学ぶ関連施設の見学等。

研修名「 NFT事業について学ぶ」（連携企業等：）２０２２年１２月２４日（土）〜２５日（日）　内容：デジタルアートの売買の
プラットフォームになり得るNFT事業の動きについて、どのような活動を行なっているのか視察。

研修名「岡山芸術交流2022」（連携企業等：岡山芸術交流実行委員会）２０２２年９月３０日（金）～１１月２７日（日）　対象：
全教職員　内容：岡山市で3年ごとに開催される国際現代美術展見学等。

研修名「岡山県立美術館　みんなの参観日／シンポジウム 」（連携企業等：）２０２３年１月２１日（土）　内容：シンポジウ
ム参加。

研修名「ルーブル美術館展『愛を描く」・北欧デザイン展見学 」（連携企業等：）２０２３年３月６日（月）　内容：展覧会見学。

インテリア・プロダクト（IP）対象

研修名「第33回学校との懇談会」（連携企業等：岡山建築設計クラブ）２０２２年６月２５日（土）　内容：ワンデーエクササイ
ズについての説明と関連企業交えた意見交換会。

研修名「インテリア･プロダクト科犬島研修」（連携企業等：）２０２２年９月２日（金）　内容：犬島精錬所美術館&家プロジェク
ト見学等。

研修名「インテリア･プロダクト科東京研修」（連携企業等：デザイン・フェスタ）２０２２年１１月１８日（金）〜２２日（火）　内
容：デザフェス視察と都内建築物およびデザイン関連施設の見学等。

研修名「DTP基礎講座」（連携企業等：印刷技術協会　西部支社）２０２２年１１月１６日（水）　内容：企業の新入社員研修
講義。

研修名「デザインを動かそう！イラレ × After Effects基礎入門 」（連携企業等：MdNの教室 デザインアカデミー）２０２２
年７月２６日（火）　内容：基本的なAfterEffectの説明からIllustratorで制作したデータをAfterEffectで動かす方法の解説講
座。

研修名「東京ミッドタウン・デザインハブ特別展 わたしのマチオモイ帖 10年をありがとう展見学　ドローイング&マニュアル
企業訪問 」（連携企業等：）２０２２年１１月１８日（金）　内容：展覧会見学と企業訪問。

研修名「東京都内博物館・美術館観覧 」（連携企業等：）２０２２年１１月１９日（土）　内容：展覧会等観覧。

研修名「『鬼滅の刃』吾峠呼世晴原画展見学 」（連携企業等：）２０２２年１２月１６日（金）　内容：展覧会見学。

研修名「バンクシーって誰？展見学 」（連携企業等：）２０２２年１２月１７日（土）　内容：展覧会見学。

研修名「京都グループ展」（連携企業等：）２０２２年８月２日（水）～８日（月）　内容：日本画、アクリル画、ペン画の分野か
らなる5名の作家が集まりグループ展『草創』開催。

研修名「Maya 初級トレーニング」（連携企業等：(株)Too）２０２２年１０月２８日（木） 内容：MAYAの基本的なところから、モ
デリング(形状作成)、アニメーション、レンダリング(CG出力)、リギング(要素の繋がり設定)、テクスチャ(表面材質)などを満
遍に一通り行なう講習に参加。



研修名「「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」学びのｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ機能の充実強化（調査研究） 高等専修学
校の機能高度化に関する調査研究 合同会議」（連携企業等：全国高等専修学校協会）２０２２年１２月７日（水） 内容：高
等専修学校の実態調査アンケート調査各単元の最終調整についてや地域連携委員会の実施状況について等報告。

研修名「全国高等専修学校協会 令和4年度研修会」（連携企業等：全国高等専修学校協会）２０２２年６月８日（水）　内
容：スクールロイヤーの観点から見るリスクマネジメントについて。

研修名「マスカット会」（連携企業等：）２０２２年４月１９日（火）・５月１８日（水）・６月１５日（水）・７月２０日（水）・９月２１日
（水）・１１月２５日（金）・１２月２１日（水）・２０２３年１月１８日（水）・２月１５日（水）・３月１５日（水）　内容：異業種交流会。

研修名「二級心理ウンセラー講座」（連携企業等：日本プロカウンセリング協会）２０２２年４月１７日（日）・５月２９日（日）
内容：二級心理カウンセラーの養成講座受講。

研修名「発達障害アドバイザー研修」（連携企業等：一般社団法人発達支援アドバイザー協会）２０２２年８月１８日（木）～
３月３１日（金）　内容：、発達障害の基礎知識、特徴体験、障がい体験・支援の基礎学習を行う。

研修名「ノウハウ共有オンラインセミナー～「メンタル面に問題を抱えている学生への対応・指導について」～」（連携企業
等：一般社団法人全国専門学校情報教育協会）２０２２年１２月２８日（水） 内容：メンタル面に問題を抱えている学生へ
の対応・指導についてのノウハウや情報の共有を図り、専門学校教育に活用するためのセミナー。

研修名「学生募集オンラインセミナー」（連携企業等：エデュース）２０２２年５月３１日（火） 内容：withコロナ学生募集セミ
ナー第7弾
コロナ禍3年目、今考えるべき学生募集広報戦略セミナー。

研修名「『学びのセーフティネット機能の充実強化』調査研究地域振興分科会」（連携企業等：全国高等専修学校協会）２
０２２年８月１日（月） 内容：文部科学省委託事業 学びのセーフティネット機能の充実強化高等専修学校実態調査アン
ケートの各単元の最終調整等。

研修名「全体研修会（教職員意識の徹底、外部講師を招いてのテーマ研修）」　各30分程度
２０２２年４月２７日（水）　テーマ「防災・消火・避難について」コバヤシ防災システム
２０２２年１０月３日（月）  テーマ「防災避難訓練」岡山市北消防署
２０２３年１月２５日（水）  テーマ「社会人として知っておきたい投資の基礎知識」中銀アセットマネジメント

研修名「専修学校教員教職課程研修」（連携企業等：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団　岡山県専修学校教員
研修委員会） B類２０２２年８月２３日(火)〜２５日（木）　内容：専修学校の概要や学生生徒指導及び授業の進め方など専
修学校教員に必要な知識を学ぶ。

研修名「職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のためのキャリア・サポーター養成講座（CSM講座）」（連携企業
等：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団・岡山県専修学校各種学校振興会）２０２２年８月２９日(月)〜３１日（水）
内容：学生生徒の職業観の熟成、職業人生の考え方などを側面支援し、学生生徒自身が自律的に取り組み、決定してい
くために、教職員に必要とされるマインド（態度や姿勢・考え方）を養成する。

研修名「全専各連中国地区協議会総会並びに研修会」（連携企業等：全専各連中国地区協議会）２０２２年７月２９日（金）
内容：総会と研修会参加。

研修名「高等専修学校協会教職員研修」（連携企業等：高等専修学校協会）２０２２年１２月７日（水）　内容：オンライン授
業と１８歳成人のリスク回避についての研修。

企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」
年に一度大々的に開催。CtoCの総決算ともいえる学生と教職員、企業間の交流イベント。
２０２２年度「CtoC Communication Project」　２０２２年１１月２５日（金）

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「新採用職員対象研修会（新人対象の教職員資質向上講座）」
第1回２０２２年７月２０日（水）　テーマ「専修学校について、本校について」
第2回２０２２年８月１９日（金）　テーマ「教員のあり方、学校職員のあり方について、入試について」
第3回２０２２年９月２日（金）　テーマ「研修会まとめと質疑応答」



研修名「社会人基礎力養成講座」（連携企業等：岡山経済研究所）２０２２年６月２４日（金）　内容：、社会人基礎力とは他
者から好感を持たれるような人間性を基盤として、能動的に業務にあたり、チームで協力しあえる能力であるとし、「ひとを
思いやった行動をする」ような当たり前のことを継続できる人材が社会に求められるのだということを自己分析やグループ
ワーク等を通じて学ぶセミナー。

研修名「レーザー<学費管理> Ver. 9.0 操作セミナー」（連携企業等：グレープシティ株式会社　レーザー事業部）２０２２年
９月１５日（木）～１０月２３日（日）　内容：学費システムの操作方法について基本的な部分を詳しく解説してくれるオンライ
ンセミナー。

研修名「S-wing新仕様説明会」（連携企業等：穴吹カレッジサービス）２０２３年２月１６日（木）　内容：S-Wingの新しい画面
のバージョンアップ内容についてのZoom説明会。

研修名「受講者募集の勘所とポイント（プロモーション編）」（連携企業等：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
岡山支部）２０２２年１０月２１日（金）　内容：受講希望者を増やすためにはどうしたらいいのかというヒントを色々と提示し
てくれる講習。

研修名「電子帳簿保存法とインボイス制度への対応と実務 」（連携企業等：私学経営研究会）２０２２年１０月２０日（木）
内容：電子帳簿保存法について、インボイス制度の対応についてのセミナー。

研修名「厚労省委託事業セミナー」（連携企業等：ランゲート株式会社）２０２３年１月２４日（火）　内容：「労働契約に関す
る基本情報」をはじめ、パートや契約社員等の安定的な活躍を促進する制度「無期転換ルール」や、2022年７月に改定さ
れた「副業・兼業の促進に関するガイドライン」について解説するセミナー。

研修名「専門学校留学生担当者研修会」（連携企業等：厚生労働省）２０２２年１１月２２日（火）　内容：「出入国在留管理
行政の課題」「留学生に係る出入国審査・在留審査業務について」「専修学校留学生に対する支援について」。

研修名「MUFGビジネスセミナー」（連携企業等：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）２０２３年１月１３日（金）　内容：ハラ
スメント相談窓口セミナー。



「教育の質の確保・向上を目的とした」教職員研修会と教員ミーティングを毎月行っている。
また、２ヶ月に一度開催している本校独自の企業・教職員との勉強会及び異業種交流会「CLUB CtoC」を15年以上行って
いる。
それぞれの研修会勉強会内にて企業等から講師を招いて教職員に対し関連分野における勉強会や学生指導、一般実務
に関する知識、技術、技能などについて校内で組織的・継続的に行っている。また定期的に教職員研修会にて自主研修
報告会を行い、教職員情報共有に努めている。

年間教員研修計画
● 専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するための研修
● 授業及び学生に対する指導力等を修得・向上するための研修
● その他

自主研修（各自がテーマを決めて年度内の研修を自主的に行う）
◎ 分野別企業訪問（デザイン分野で注目の企業への訪問）
◎ 作品企画と自主作品制作及び発表
◎ 専門分野のイベントや講演会に参加し、専門知識・技術や最新情報の収集
◎ 専門家との交流・意見交換・情報提供の企画と実施
◎ 外部から依頼のあったデザイン関連イベントにおける企画・運営及びシンポジウムパネリスト参加

②指導力の修得・向上のための研修等

① 新採用教職員の学内研修会（新人対象の教職員資質向上講座：7月～8月までの計3回）
※内容ー１回目「専修学校について、本校について」理事長・校長、２回目「教員のあり方、学校職員のあり方について」
校長・総務課長・教務課長・広報課長、２回目終了後対象者約1000字程度のレポート作成「テーマ／本校教職員として学
校へどう貢献すべきか」、３回目「レポート発表後研修会まとめと質疑応答」校長・総務課長・教務課長・広報課長
② 全体研修会（教職員意識の徹底、外部講師を招いてのテーマ研修：年2回程度）
③職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のための「キャリア・サポーター養成講座（CSM講座）」※主催：一般財
団法人職業教育・キャリア教育財団　実施：岡山県専修学校教員研修委員会　　毎年７月下旬３日間開催
④専修学校教員教職課程研修A類（毎年７月下旬間開催）、B類（毎年７月中旬間開催）※主催：岡山県専修学校教員研
修委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤全専各連中
国地区協議会総会及び研修会※主催：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団
⑥文部科学省補助事業 専修学校教育内容等改善研究協力校事業「中堅教員研修」科目：【教員のキャリアデザインワー
クショップ】【新任指導力】【学校の経営】【体系的カリキュラム・シラバス作成】【教育・指導力向上】【学級経営・学生対応】
【リスクマネジメント】※主催：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団
⑦企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」※年に一度開催。CtoCの総決算ともいえる学生と教職員、企
業間の交流イベント。「Young DAM」「DETCH」を通じて培った企業との連携をより確かなものにするために、年に1回開催
する交流イベント。本校と企業等、あるいは企業同士の情報交換や交流の場。
⑧ 「CLUB CtoC」※２ヶ月に一度開催。本校独自の企業・教職員との勉強会及び異業種交流会
⑨ 指示研修（必要により所属長の命によって研修を指示する）

（３）研修等の計画

①推薦プログラムが対象とする職業に係る実務に関する研修等



（２）学校運営

２−４　運営方針は定められているか
２−４−１　学校の目的、目標に基づき、学校運営方針は明確に定めら
れているか
２−４−２　学校運営方針はきちんと教職員に明示され、伝わっている
か
２−４−３　学校運営方針を基に、各種諸規定が整備されているか
２− ５　事業計画は定められているか
２−５−４　学校の目的、目標を達成するための事業計画が定められて
いるか
２−５−５　学校は事業計画に沿って運営されているか
２-６　運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか
２-６-６　運営組織図はあるか
２-６-７　運営組織や意思決定機能は、学校の目的、目標を達成する
ための効率的なものになっているか
２-６-８　組織の構成員それぞれの職務分掌と責任が明確になってい
るか
２-７　人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか
２-７-９　学校運営に必要な人材の確保と育成が行われているか
２-７-１０　人事考課制度は整備されているか
２-７-１１　昇進・昇格制度は整備されているか
２-７-１２　賃金制度は整備されているか
２-７-１３　採用制度は整備されているか
２-７-１４　教職員の増減に関する情報を明確に把握しているか
２-８　意思決定システムは確立されているか
２-８-１５　意思決定システムは確立されているか
２-８-１６　意思決定プロセスのポイントとなる仕組み（会議等）が制度
化されているか
２-８-１７　意思決定の階層・権限等は明確か
２-９　情報システム化等による業務の効率化が図られているか
２-９-１８　業務効率化を図るシステム化がなされているか

（１）学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者とともに、各専攻分野企業等か
ら委員が参画した学校関係者評価委員を設置。特に、企業等との密接な連携による取り組みを重要と考え、学校評価を
通じた組織的・継続的な教育活等の改善を基本方針と考えている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

１−１　理念・目的・育成人材像は定められているか
１−１−１　学校が教育を行う理念・目的・育成人材像などが、明確に定
められているか
１−１−２　理念・目的・育成人材像を実現するための具体的な計画・方
法を持っているか
１−１−３　理念・目的は、時代の変化に対応し、その内容を適宜見直さ
れているか
１−１−４　理念・目的・育成人材像は、教職員に周知され、また学外に
も広く公表されているか
１− ２　学校の特色はなにか
１−２−５　学校の比類ない特色として挙げられるものがあるか
１− ３　学校の将来構想を抱いているか
１−３−６　学校の将来構想を描き、３〜５年程度先を見据えた中期的
構想をいだいているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係



（３）教育活動

 ３-１０　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業
界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか
３-１０-１　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する
業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか
３-１１　各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間
性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を
勘案して、達成することが可能なレベルとして、明確に定められている
か
３-１１-２　各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人
間性等は業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間
を勘案して、到達する事が可能なレベルとして、明確に定められている
か
３-１２　カリキュラムは体系的に編成されているか
３-１２-３　学科のカリキュラムは、目標達成に向け十分な内容でかつ
体系的に編成されているか
３-１２-４　カリキュラムの内容について、業界など外部者の意見を反
映しているか
３-１２-５　カリキュラムを編成する体制は明確になっているか
３-１２-６　カリキュラムを定期的に見直しているか
３-１３　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされて
いるか
３-１３-７　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをさ
れているか
３-１３-８　各科目の指導内容、方法等を示したシラバスが作成されて
いるか
３-１３-９　各科目の一コマの授業について、その授業のシラバスが作
成されているか
３-１４　授業評価の実施・評価体制はあるか
３-１４-１０　学生による授業評価を実施しているか
３-１４-１１　授業内容の設計や教授法等の現状について、その適否
につき学科や学校として把握・評価する体制があるか
３-１５　育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を
確保しているか
３-１５-１２　学科の育成目標に向け授業を行うことができる要件（専門
性・人間性・教授力・必要資格等）を備えた教員を確保しているか
３-１５-１３　教員の専門性レベルは、業界レベルに十分対応している
か
３-１５-１４　教員の専門性を適宜把握し、評価しているか
３-１５-１５　教員の専門性を向上させる研修を行っているか
３-１５-１６　教員の教授力（インストラクションスキル）を適宜把握し、
評価しているか
３-１５-１７　教員の教授力（インストラクションスキル）を向上させる研
修を行っているか
３-１５-１８　教員間（非常勤講師も含めて）で適切に協業しているか
３-１５-１９　非常勤講師間で適切に協業しているか
３-１５-２０　非常勤講師の採用基準は明確か
３-１６　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
３-１６-２１　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
３-１６-２２　他の高等教育機関との間の単位互換に関する明確な基
準があるか
３-１７　資格取得の指導体制はあるか
３-１７-２３　目標とする資格はカリキュラムの上で明確に定められて
いるか
３-１７-２４　目標とする資格の取得をサポートできる教育内容になって
いるか
３-１８　キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが実
施されているか
３-１８-２５　キャリア教育が行われているか
３-１８-２６　キャリア教育の実効性は検証されているか



（５）学生支援

５-２３　就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能してい
るか
５-２３-１　学生の就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機
能しているか
５-２３-２　就職に関する説明会を実施しているか
５-２３-３　就職に関する学生個別相談を実施しているか
５-２３-４　就職の具体的活動（履歴書の書き方など）に関する指導を
実施しているか
５-２４　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
５-２４-５　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
５-２４-６　学生相談室を開設しているか
５-２４-７　学生からの相談に応じる専用カウンセラーがいるか
５-２４-８　留学生に対する学生相談体制は整備され、有効に機能して
いるか
５-２５　学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効
に機能しているか
５-２５-９　学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有
効に機能しているか
５-２５-１０　奨学金制度が整備され、有効に機能しているか
５-２５-１１　学費の分納制度等、学生を経済的に支援する制度が整
備され、有効に機能しているか
５-２６　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能している
か
５-２６-１２　定期的に健康診断を行うなど学生の健康面への支援体
制はあるか
５-２６-１３　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能して
いるか
５-２６-１４　学生からの健康相談等に専門に応じる医師・看護士等が
いるか
５-２７　課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能している
か
５-２７-１５　スポーツ等のクラブ活動、ボランティア活動その他、課外
活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか
５-２８　学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
５-２８-１６　遠隔地出身者のための学生寮等、学生の生活環境への
支援は行われているか
５-２９　保護者と適切に連携しているか
５-２９-１７　保護者と適切に連携しているか
５-３０　卒業生への支援体制はあるか
５-３０-１８　同窓会が組織化され、活発な活動をしているか
５-３０-１９　卒業生をフォローアップする体制が整備され、有効に機能
しているか

（４）学修成果

 ４-１９　就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上が
図られているか
４-１９-１　学生の就職に関する目標を達成したか
４-１９-２　就職成果との推移に関する情報を明確に把握しているか
４-２０　資格取得に関する目標を達成したか
４-２０-３　資格取得に関する目標を達成したか
４-２０-４　資格取得者数とその推移に関する情報を明確に把握してい
るか
４-２１　退学率の低減に関する目標を達成したか
４-２１-５　退学率の低減に関する目標を達成したか
４-２１-６　入退学者数とその推移に関する情報を明確に把握している
か
４-２２　卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか
４-２２-７　卒業生は社会で活躍し、評価を得ているか
４-２２-８　卒業生の例として特筆すべきものを記述できるか
４-２２-９　在学生や卒業生の作品や発表が、外部のコンテスト等で評
価されたか
４-２２-１０　在学生や卒業生の作品や発表が、外部のコンテスト等で
評価された例として特筆すべきものを記述できるか



（８）財務

８-３８　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
８-３８-１　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
８-３８-２　主要な財務数値に関する情報とその推移を正確に把握して
いるか
８-３９　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
８-３９-３　年度予算、中間計画は、目的・目標に照らして、有効かつ妥
当なものとなっているか
８-３９-４　予算は計画に従って妥当に執行されているか
８-４０　財務について会計監査が適正に行われているか
８-４０-５　財務について会計監査が適正に行われているか
８-４０-６　会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実施
スケジュールは妥当なものか
８-４１　財務情報公開の体制整備はできているか
８-４１-７　私立学校法における財務情報公開の体制整備はできてい
るか
８-４１-８　私立学校法における財務情報公開の形式は考えられてい
るか

（６）教育環境

 ６-３１　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応出来るよう整備さ
れているか
６-３１-１　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備
されているか
６-３１-２　施設・設備のメンテナンス体制が整備され、有効に機能して
いるか
６-３１-３　施設・設備の更新に関する計画を立て、計画通りに更新し
ているか
６-３２　学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育
体制を整備しているか
６-３２-４　学外実習、インターンシップ、海外研修等について外部の関
係機関と連携し、十分な教育体制を整備しているか
６-３２-５　学外実習、インターンシップ、海外研修等について、その実
績を把握し教育効果を確認しているか
６-３３　防災に対する体制は整備されているか
６-３３-６　防災に対する体制は整備され、有効に機能しているか
６-３３-７　災害を起こす可能性のある設備・機器等の情報は十分に伝
えられているか
６-３３-８　実習時等の事故防止の体制は十分か
６-３３-９　万が一の災害が起きた場合に備えた保険等の処置は十分
なものとなっているか
６-３３-１０　防災訓練を実施しているか

（７）学生の受入れ募集

７-３４　学生募集活動は適正に行われているか
７-３４-１　学生募集活動は適正に行われているか
７-３４-２　学校案内等は志望者・保護者等の立場に立った分かり易い
ものとなっているか
７-３４-３　志望者等の問い合わせ・相談に対応する体制があるか
７-３４-４　募集定員を満たす募集活動となっているか
７-３５　就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学生
募集に貢献したか
７-３５-５　就職実績、資格取得実績、卒業生の教育成果は、学生募
集に貢献したか
７-３５-６　卒業生の活躍の教育成果が学生募集に貢献したかどうか
正しく認識する根拠を持っているか
７-３６　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか
７-３６-７　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われている
か
７-３６-８　入学選考に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把握
しているか
７-３７　学納金は妥当なものとなっているか
７-３７-９　学納金は、教育内容、学生および保護者の負担感等を考
慮し、妥当なものとなっているか
７-３７-１０　学納金に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把握
しているか



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

PTA

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（◎ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:URL: http://www.cdc-de.ac.jp/info/release/

公表時期：２０２３年６月

奥辻　慈香 中国デザイン専門学校 教育助成会 会長
2022年4月1日～2023年3月31
日（1年）教育助成会任期によ
る

藤若　典弘（委員長）
有限会社ヴィジョンイメージファクトリー

代表取締役

2021年4月1日～2023年3月31
日（２年）

藤原   敏嗣 famo.DESIGN STUDIO 代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

山下   忠義 株式会社Bit 代表取締役
2022年4月1日～2023年3月31
日（１年）

藤森   英樹 Pattern Studio SYNERGY　代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

丹羽   雅人 株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

　　　2022年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

守屋   謙太郎 株式会社ケイズ・ユニット  代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

（１１）国際交流
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者者の評価結果や改善方策等のうち、特に企業等から参画した委員の意見については、学科の「カリキュラム
や授業等の作成・見直し等」「産学官連携によるインターンシップ、実習等」「教職員の研修等」の教育活動やその他「教育
理念・目的・育成人材像」「学生支援」等学校運営の改善等に活かせるよう考え取り組んでいる。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（９）法令等の遵守

９-４２　法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
９-４２-１　法令や専修学校設置基準等が遵守され、適正な運営がな
されているか
９-４２-２　法令や専修学校設置基準の遵守に関して、教職員・学生等
に対する啓発活動を実施しているか
９-４３　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
９-４３-３　志願者、学生や卒業生および教職員等学校が保有する個
人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
９-４３-４　個人情報に関して、教職員・学生等に対する啓発活動を実
施しているか
９-４４　自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
９-４４-５　自己点検・自己評価を定期的に実施し、問題点の改善に努
めているか
９-４４-６　自己点検・自己評価に関する方針は確立されているか
９-４４-７　自己点検・自己評価に関する方針は関係者に対して正確に
伝わっているか
９-４５　自己点検・自己評価結果の公開はしているか
９-４５-８　自己点検・自己評価結果は公開しているか
９-４５-９　自己点検・自己評価結果の公開に関する方針は確立され
ているか
９-４５-１０　自己点検・自己評価結果の公開に関する方針は関係者
に対して正確に伝わっているか

（１０）社会貢献・地域貢献

１０-４６　教育資源を活かした社会貢献
１０-４６-１　教育資源を活かした社会貢献をしているか
１０-４７　ボランティア活動の支援
１０-４７-２　ボランティア活動の支援をしているか



（１１）その他 ●学校運営の状況に関するその他の情報
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
（　◎ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: http://www.cdc-de.ac.jp/info/release/

（８）学校の財務 ●貸借対照表、収支計算書

（９）学校評価
●自己評価・学校関係者評価の結果
●評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事への取組状況
●課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援
●学生納付金の取扱い（金額、納入時期等）
●活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案
内等）

（２）各学科等の教育

●入学者に関する受入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生数
●カリキュラム（科目配当表（科目編成・授業時間数）、時間割、使用
する教材など授業方法及び内容、年間の授業計画）
●進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・修了の認定基準等）
●学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等
●資格取得、検定試験合格等の実績
●卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者数・主な
就職先）

（３）教職員
●教職員数（職名別）
●教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育への取組状況
●実習・実技等の取組状況
●就職支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の学生が、どのようなカリキュラムを通じて知識・技術・技能を修得しているのか、また、質の高い教育プログラムを
提供するために、学校としてどのような工夫・改善に取り組んでいるか等を具体的な教育情報を分かりやすく公表し、本校
の特色ある教育活動を積極的に発信している。さらに、本校の基本的な教育組織等に関する情報のほか、教育情報の積
極的な公表を通じて、本校教育の質の確保・向上を図ることが重要と考えている。以上情報提供の基本方針として取り組
んでいる。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
●学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針、特色
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革、歴史

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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○ 夏期集中講座 通常授業にはない各専門分野に特化した授業内容を3日間の実習または講義形式で行う。 17 1 △ ○ △ ○

○ 冬期集中講座 通常授業にはない各専門分野に特化した授業内容を3日間の実習または講義形式で行う。 17 1 ○ ○

○ 海外研修
ヨーロッパを約2週間かけて、旅行をする。オプションでイタリアまで行く。各自グループになり、スケジュールは全て学生が決めて自分達で行動する。
参加者は事前にリサーチ、スケジュール作成などをして、研修後には報告会を実施する。

98 1 ○ ○ ○ ○

○ 体育実習
夏期、冬期に分かれ、3日間の集中講座を行う。履修者はバドミントン、スキー、スノーボードから選択する。どの科目も基礎的なフォームから学び、初
級、中級、上級コースで自分にあったレベルの技術を習得する。

34 1 ○

○ ビジネスマナー/インターンシップ
履歴書の書き方、電話対応、挨拶の仕方、面接対応。ビジネス能力検定３級取得に向けて試験対策。夏期期間の7月〜8月にかけて、例年インターンシップ
実習に取り組む。実習期間は5日〜10日前後を設定。企業評価を受ける事を目的とする。

17 1 ○ ○ △ ○

○ ライフデザイン⑤
協調性やチームワークを身につける為にライフデザイン合同企画をおこなう。また、企業連携・協同実習事業・コンペ制作などもおこなう。全科共通科目
名だが、FD/VD/IP学科・学年・クラス別にテーマや取り組む内容が違う。

119 1 ○ ○ △

○ ライフデザイン⑥
協調性やチームワークを身につける為にライフデザイン合同企画をおこなう。また、企業連携・協同実習事業・コンペ制作などもおこなう。全科共通科目
名だが、学科・学年・クラス別にテーマや取り組む内容が違う。

34 1 ○ ○ △

○ 情報デザイン検定
情報デザインの基本要素「考え方」、「分析力」、「論理力」、「表現力」、「提案力」をJ検 情報デザイン試験公式テキスト「新試験対応版 J検情報デ
ザイン完全対策公式テキスト」を使って学習する。J検 情報デザイン試験の過去問題を解きながら試験対策をする。

17 1 ○ ○

○ キャリアゼミⅠ 社会人としての基礎力向上、就職活動に向けての準備を行う。就職活動についての知識、理解を深め自己PRや振る舞い、マナーを実践的に学ぶ。 16 1 ○ ○

○ キャリアゼミⅡ 社会人としての基礎力向上、就職活動に向けての準備を行う。各自が必要な就職活動の準びや卒業後のキャリア形成に向けての準びができた状態。 34 2 ○ ○

○ 企画書デザインⅠ
自分やチームのアイデアを「商品価値」まで高めビジネスに繋げる企画力を養い、市場価値が高い人材を目指す。企画、立案、プレゼンスキルを身につけ
る。

51 3 ○ ○

〇 ファッションデザインⅠ
パターンゼミと連動したパターンメーキングを使用しながら、シャツ・スカート・パンツ縫製、ディテールに特化した部分縫いを指定教科書を使用して制
作していきます。西洋服装史は専用教材を使用し学習します。

51 3 ○ ○

〇 ファッションデザインⅡ 縫製仕様書、工業用パターンを使用し、シャツの縫製を行います。 24 1.5 ○ ○

○ 立体裁断Ⅰ トワールやシルクピンの扱い方、立体から製図をおこすことができるように学習する。 17 1 ○ ○

〇 アパレルＣＡＤⅡ
原型を使ってマスターパターンの制作。
パターンメーキングの基本操作をマスターする。

51 3 ○ ○

○ アパレルＣＡＤⅢ 前期からのレベルアップを目指し複合機能・縫い付の操作説明 34 2 ○ ○

○ 卒業制作(FD)
学んできた集大成となる作品制作を行う。コンセプトプランからスケジュール管理、作品制作、プレゼンテーションまで、すべて学生自身で決めて実施し
ていく。制作した作品は展覧会、ファッションショーという形で発表する。

187 3 ○ △ ○

○ デザイン画表現Ⅱ
デザイン表現とプロポーションの確認をしつつ新しい技術及び画材での表現方法を学ぶ。コンテストにチャレンジし、入賞を目的としたデザイン及びデザ
イン画製作を目指す。

34 2 ○ ○

○ デザイン画表現Ⅲ テーマ別のデザイン発想を、的確にデザイン画に表現する。また、企業連携・協同実習事業・コンペ制作などもおこなう。 34 2 ○ ○

〇 デニムジーンズゼミⅢ
デニムカジュアルの基本アイテムであるベーカーパンツ、3rdタイプのGジャンを縫製し、レポートと仕様書を作成。アイテムの特徴を学習するとともに、
後期のショーに向けての構想を練る。

51 1.5 ○ ○ ○

〇 デニムジーンズゼミⅣ
アイテムの背景や仕様、縫製、加工などのルーツと表現方法を掘り下げ、作品作りに生かす。作品とレポート、仕様書の提出。ファッションショーでのデ
ニムシーン用の制作活動。

51 1.5 〇 〇 ○

○
ドレス・コスチュームメーキング
Ⅰ

ウェディングドレスのデザインからパターンメーキング、組み立てなど一貫した制作工程を学ぶ。ブライダルコーディネート技術を習得する。 51 1.5 〇 〇 ○

〇
ドレス・コスチュームメーキング
Ⅱ

ドレスの構造、素材の種類などを知り1年を通してドレスを制作。ドレス制作に必要な副資材、芯地の種類や使用方法も学ぶ。また小物（コサージュ、
ヘッドドレス、ヴェール等）の制作、コーディネイトも含む。また授業内で、企業連携・協同実習事業・コンペ制作などもおこなう。

51 1.5 〇 〇 ○

〇 パターンゼミⅠ
人体を用いて各部位の採寸方法を学んだ後、１／４縮尺原型と縮尺定規を使用し、シャツ（レディース、メンズ）、パンツなどを製図。人体は丸みを帯び
ているので、ダーツを取りながら体に沿ったパターンを作る。その為、ダーツ位置やダーツ移動などを学んでいく。

51 3 ○ ○

〇 パターンゼミⅡ② ディテールを組み合わせたトップス、ボトムス、ワンピースのパターンの考え方を学んでいく。 51 3 ○ ○

〇 パターンゼミⅢ
基本原型を使って着込み分・体に対するゆるみ分を考え、バランスの取れた基本シルエットの出し方を学び、基本的な衿の考え方、二枚袖の考え方を足し
ていき色々なジャケットの製図が出来るようになる。

51 3 ○ ○

〇 パターンゼミⅣ
基本原型を使って着込み分・体に対するゆるみ分を考え、バランスの取れた基本シルエットの出し方を学び、基本的な衿の考え方、二枚袖の考え方を足し
ていき色々なジャケットの製図が出来るようになる。

51 3 ○ ○

○ ファッションビジネス検定Ⅲ
ファッションビジネス能力検定2級対応テキストおよび、問題集を使用し「ファッションビジネス科目」を中心に講座を進める。検定対策として「ファッ
ションビジネス能力検定2級問題集」にて復習をおこなう。

34 2 ○ ○

○ 工業パターンⅠ
PM検定まではガイドブックの内容の理解を深めていく。ＰＭ検定終了後はテーラードジャケット（総裏付き）のファーストパターンを手作業で生地の厚み
分、内回り・外回りを加味した量産用工業パターンを作っていく。

51 3 ○ ○

○ デニムジーンズ商品企画Ⅰ アイテムを企画する力を高め、アパレルブランドの中で役割を果たす力を身につける。企画書作成、縫製仕様書が作成できるようになる。 34 1 ○ ○ ○

○ デニムジーンズ商品企画Ⅱ
製品を売り出すために必要な仕上げの作業を行い、製品を作るところから出荷までの流れを身につける。アパレル製品の仕上げ作業を理解し、できるよう
になる。

34 1 ○ ○ ○

○ 衣装・美術造形Ⅰ
ドレスメーキング・舞台衣装・コスチュームなど制作衣装に伴う小物造形制作能力を学習し、独創的な発想を養う。また写真撮影を通じてスタイリング提
案能力を高め、プレゼンテーション能力を向上させる。

34 1 ○ ○

○ 衣装・美術造形Ⅱ
ドレスメーキング・舞台衣装・コスチュームなど制作衣装に伴う小物造形制作能力を学習し、独創的な発想を養う。また写真撮影を通じてスタイリング提
案能力を高め、プレゼンテーション能力を向上させる。

34 1 ○ ○

○ サンプルメーキング 工業パターンⅠで作成した工業パターンを使ってレディーステーラージャケットの裁断・縫製加工 51 3 ○ ○

○ ＶＩ計画Ⅰ 既製商品をつかって、各種販売促進ツールを制作する。ツールとしては基本的なポスターやPOPを中心に制作する。 51 3 ○ ○

○ ＶＩ計画Ⅱ
ショップのVIを制作する。ターゲットの設定からショップコンセプト、各種ツール制作を行い、一連のデザインからプランディングを強める方法を学習す
る。著作権や景品表示法などについての講座も行う。

51 3 ○ ○

○ ＷｅｂデザインⅠ
①ＨＴＭＬによるページ構造
②ＣＳＳによるページ装飾
③Ｗｅｂ制作のためのグラフィックパーツの制作

34 2 ○ ○

授業科目等の概要

分類

授業科目名 授業科目概要
授業時数/単位

数

授業方法 実践的授業方法の種別

1



○ ＷｅｂデザインⅡ
①ＨＴＭＬによるページ構造
②ＣＳＳによるページ装飾
③Ｗｅｂ制作のためのグラフィックパーツとページのデザイン

51 3 ○ ○

○ イラストレーション技法Ⅰ 仕事としてイラストレーションを制作するために必要な人物の描き分けや、構図、色彩の重要性を学ぶ。 51 3 ○ ○

○ イラストレーション技法Ⅱ
各媒体を想定し、実際のイラストレーション制作の現場での制作行程 アイデア出し、ラフの制作、ラフチェック、仕上げ、入稿までの順を追い、仕事に
合致した制作プロセスを学ぶ。

51 3 ○ ○

○ ＣＧ演習Ⅰ テーマや条件に沿ったキャラクターを制作し、Live2Dで動きをつける。 34 2 ○

○ ＣＧ演習Ⅱ Live2Dで動きをつけたキャラクターをもとに映像編集を行っていく。 34 2 ○

〇 エディトリアル演習Ⅰ
既存の雑誌や誌面を参考に、Illustratorを使ってレイアウト・文字組み・タイトルの見せかたなどの知識や技術を実践形式で学ぶ。課題提出時にはプレ
ゼンテーションを行い「伝える力」を身につける。

51 3 ○ ○

〇 エディトリアル演習Ⅱ
グループ演習を通じて、「報告・連絡・相談」などのコミュニケーションの大切さや「チームで仕事をするとはどういうことか」「社会とのつながり」を
実践的に学ぶ。課題提出時にはプレゼンテーションを行い、デザイン意図を言葉で「伝える力」を身につける。

51 3 ○ △ ○

〇 広告イラストレーションⅠ
イラストレーション制作を通じて、条件の中で最適と思うものを、自らアイデアを出し、考え、形にする。また、企業連携・協同実習事業・コンペ制作な
どもおこなう。

34 2 〇 ○

〇 広告イラストレーションⅡ 雑誌掲載用イラストの制作。行程説明用のイラストの制作を通じて広告媒体のためのイラストを制作する。 34 2 ○ ○

〇 キャラクター研究Ⅰ 既製商品をモチーフにキャラクターデザインを行い、イラストレーターとフォトショップで仕上げ制作を行う。 34 2 〇

〇 キャラクター研究Ⅱ
自然物（主に野菜、虫等）からモチーフを選択し、イラスト、写真から発泡スチロール、粘度を使って立体化する。立体化後、オリジナルデザインのペイ
ントをする。

34 2 ○

〇 スケッチ•ドローイングⅠ 様々なスケッチやドローイング演習を通じて画力　表現力を向上させる。 34 2 ○ ○

〇 スケッチ•ドローイングⅡ 様々なスケッチやドローイング演習を通じて画力　表現力を向上させる。 34 2 ○

〇 デジタルドローイングⅡ 基本形態（球体、立方体など）をデジタルドローイング機器を使用し描く。 34 2 〇

〇 ストーリー演習Ⅰ 起承転結　序破急など　物語構成の手法を演習を交え学ぶ。また、絵コンテ、ストーリーボードを作成する。 34 2 ○

〇 マンガ原稿演習Ⅰ 自分の描きたいテーマを把握し、話づくりの基本を学ぶ。ストーリーマンガの構成、ネーム制作までの制作過程を学ぶ。 34 2 ○ ○

〇 マンガアシスタント技術Ⅰ 投稿漫画制作 51 3 ○ ○

〇 デジタルマンガ演習Ⅰ Clip Studioでのページレイアウト、コマ割り、文字入力など具体的なソフトの使用方法を学ぶ。 34 2 ○ ○

〇 デジタルマンガ演習Ⅱ Clip Studioでカラーページの作成方法を学ぶ。授業で学んだことを応用してオリジナル作品を作成する。 34 2 ○ ○

〇 アニメ•動画制作Ⅰ 動画制作（走り、歩き、ふり向きなど）、アニメーションで通用する線のひき方の練習 34 2 ○ ○

〇 アニメ•動画制作Ⅱ 絵コンテ制作、原画作成、キャラクターデザイン 34 2 ○ ○

〇 デジタルアニメーションⅠ Flash、edge animeteを用いたデジタルアニメーション作品の制作。 34 2 ○

〇 デジタルアニメーションⅡ Flash、edge animeteを用いたデジタルアニメーション作品の制作。 34 2 ○

〇 パッケージ演習Ⅰ
企業担当者数名が授業を行うことで、実際のビジネスとしてのデザインに触れながら、パッケージデザインについての基礎知識を学び、実際の方法を体験
する。

51 3 ○ ○ ○

〇 パッケージ演習Ⅱ
パッケージ演習Ⅰに引き続き企業担当者による授業を行う。パッケージデザインについての応用を演習を中心に学びながら、様々な形態のパッケージデザ
インに挑戦し、経験を積み、自分たちでグループ制作を行う。

51 3 ○ ○ △ ○

〇 フォト 屋外撮影を取り入れ実践に即した授業内容にする。 34 2 ○ ○

〇 印刷ＤＴＰ入門 印刷が現場で使われているAdobe社ソフトを使って印刷媒体を制作する。印刷に関する基礎知識を身につける。 34 2 ○ ○

〇 印刷ＤＴＰ基礎Ⅰ IllustratorとPhotoshopを使いトレース技法、素材制作　クライアントを想定したレイアウトを学ぶ。 34 2 ○ ○

〇 映像制作Ⅰ
カメラなど機材の基本的操作法を学ぶ。グループ制作を通して個の役割を理解する。基本的な専門用語の理解。実写イメージのアニメ、コミックへの応
用。

51 3 ○ ○

〇 ゼミⅠ 企業連携・協同実習事業・コンペ制作などもおこなう。VD/IP学科共通科目名だが、VD/IP学科・学年・クラス別にテーマや取り組む内容が違う。 51 1.5 ○ ○ △ ○

〇 ゼミⅡ 企業連携・協同実習事業・コンペ制作などもおこなう。VD/IP学科共通科目名だが、VD/IP学科・学年・クラス別にテーマや取り組む内容が違う。 51 1.5 ○ ○ △ ○

〇 コンセプトメイキングⅠ 卒業制作に向けて知識技術をまとめ総括した制作物を作成するための企画立案、準備を行う。 34 1 ○

〇 卒業制作(VD) 作成したプランに沿って、卒業制作の完成を目指す。 153 2 ○ △ ○

１　申請するプログラムで受講可能な全ての科目について記入すること。

合計授業時数/単位数

3130 3110

（留意事項）

要件該当授業時数/単位数

２　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合については、主たる方法について「○」を付し、その他の方法について「△」を付すこと。

３　一の授業科目について、企業連携、グループワーク、実務家授業、インターンシップのうち二以上の方法の併用により行う場合については、主たる方法について「○」を付し、その他の方法について「△」を付すこと。

４　実践的授業方法の種別については、実施要項の３（６）の➀～④の要件に該当する授業科目について○又は△を付すこと。

５　授業時数/単位数については、推薦プログラムが正規課程で時間制の場合は単位時間数、正規課程で単位制の場合は単位数、履修証明プログラムの場合は時間数を記入してください。

６　合計授業時数/単位数については、受講者が受講可能な全ての科目（必修・選択必修・自由選択を問わない）の合計単位時間数等を記入すること。

７　要件該当授業時数/単位数については、企業連携、グループワーク、実務家授業、インターンシップのいずれかに該当する科目の合計単位時間数等を記入すること。
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